
そえだそえだ  S o e d a 
P u b l i c 
  R e l a t i o n s

No.732

10
OCT.2022

報広

木を学び、
　木のぬくもりに触れた１日

◎添田小学校児童が木工体験
　町では、「ふるさと添田町を愛し、夢・希望を実現する、かしこさとたくましさを兼
ね備えた人間性豊かな心を持つ子ども」を目標に各学校で「ふるさと学習」に取り組
んでいます。その一環として、添田小学校では 9月15日、５年生の児童が福岡県飯塚
農林事務所職員の河崎誠さんを講師に迎え、町の83%を占める森林の働きについて学
びました。その後、実際に間伐材を使って木製棚の作製にチャレンジ。釘を打ち、紙
ヤスリで木材の角をおとし、頑丈で安心な棚が完成しました。

いつまでも健康で住み続けられる、住みたくなるまち
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オミクロン株に対応したワクチン接種がオミクロン株に対応したワクチン接種が
始まります始まります

５～11歳の子どもへの接種（小児接種）のお知らせ

オミクロン株に対応したワクチン接種がオミクロン株に対応したワクチン接種が
始まります始まります

10 月からオミクロン株対応のワクチン接種が始まります。このワクチンは、オミ
クロン株の成分が含まれるため、従来型ワクチンと比較した場合、オミクロン

株に対する重症化予防効果、感染予防効果、発症予防効果それぞれに寄与する免疫をよ
り強く誘導し、オミクロン株に対して従来型ワクチンを上回る重症化予防効果とともに、
持続期間が短い可能性があるものの、感染予防効果や発症予防効果も期待されています。
また、異なる２種類の抗原がある２価のワクチンですので、誘導される免疫も、より多
様な新型コロナウイルスに反応すると考えられます。そのため、今後の変異株に対して
有効である可能性がより高いことが期待されています。

接種の状況 接種券発送・予約 接種対象ワクチン

１・2回目接種が未接種の人 送付済の 1・2回目接種券で予約・接種できます 従来型ワクチン

3 回目接種が未接種の人 送付済の 3回目接種券で予約・接種できます

オミクロン株
対応ワクチン

3 回目接種済で 60歳以上の人 送付済の 4回目接種券で予約・接種できます

3回目接種済で 12～59歳の人
順次接種券を発送します。

接種券が届き次第予約・接種できます

4回目接種済の人
4回目接種後、約 4か月を目安に接種券を発送します。

接種券が届き次第予約・接種できます

本町では３月から開始された小児用（5～11歳用）新型コロナウイルスワクチン接種。国の審議を経て9月6日から、
５歳から11歳までの小児への 3回目（追加）接種が可能となりました。また、接種に関する「努力義務」も適用さ
れました。

接種対象者
2 回目接種を完了した 12 歳以上で、前回の接種から５
か月以上を経過している人

　接種開始時期
▶個別接種 10月３日月　町内医療機関で実施します
▶集団接種 10月22日土　町民会館で実施します

接種券の発送・予約について
▶ 4回目接種券をお持ちの人
　送付済みの接種券で予約・接種できます。予約は、
　電話、ＬＩＮＥ、ＷＥＢから行ってください。
▶ 3回目まで接種済の人
　接種券が届き次第予約できます。予約は、電話、Ｌ
　ＩＮＥ、ＷＥＢから行ってください。
▷ 40歳から59歳の方の接種券発送予定日：９月30日金
▷ 12歳から39歳の方の接種券発送予定日：10月７日金
※基礎疾患がある人や医療・高齢者施設等従事者の人
で、上記発送日よりも前に 4回目接種券を希望する人
はコールセンターに連絡ください。

　接種の進め方
既に 4回目接種の対象で、未接種の人から順に接種を
進めます

▶ 2回目まで接種済の人
　送付済みの接種券で予約・接種できます。10月3日
　月に予約を開始しています。予約は、電話、ＬＩＮ
　Ｅ、ＷＥＢから行ってください。
▶ 4回目接種がお済みの人
　４回目接種後、約４か月を目安に接種券を郵送しま
　す。接種券到着後に、予約・接種ができます。予約
　は、電話、ＬＩＮＥ、ＷＥＢから行ってください。
▶接種券を紛失したときは
　役場保健福祉環境課健康対策係に電話し、再発行
　の申請を行ってください。　

接種ワクチンと接種券発送・予約の流れ

※１　１回目の接種から間隔が３週間を超えた場合、１回目から受け直す必要はありません。できるだけ速やかに２回目の接

種を受けていただくことをお勧めします。

※２　初回接種については、１回目の接種時の年齢に基づいて判断します。１回目の接種時に11歳だった児童が、２回目の接

種時までに12歳の誕生日を迎えた場合、２回目接種にも１回目と同じ小児用ワクチンを使用します。

初回接種（１回目・２回目接種） 追加接種（３回目接種）

ワクチン ファイザー社（５～11歳用） ファイザー社（５～11歳用）

接種回数 ２回 １回

接種間隔 通常、３週間（※１） ２回目接種後５か月以上

接種対象年齢 １回目の接種日に５～11歳（※２） ３回目の接種日に５～11歳

▶接種の対象児童
　本町に住民登録のある５～11歳の児童
▶３回目接種の接種券発送時期
　２回目接種から５か月経過後に発送
▶接種するワクチンと回数・間隔・対象年齢

▶特に接種をお勧めする児童
　慢性呼吸器疾患、先天性心疾患等、重症化リスクの高
　い基礎疾患を有する児童。接種にあたっては、あらか
　じめかかりつけ医などと、よく相談してください。

問 添田町ワクチン接種コールセンター（☎88-5620）（平日９時～17時）
　 役場保健福祉環境課健康対策係（☎88-8111）

接種日程　※日程は変更の可能性があります。予約時に確認ください。

　他のワクチンとの接種間隔
インフルエンザワクチンは、新型コロナワクチンと同
じ日に接種を受けることができます。インフルエンザ
以外の予防接種を行う場合、原則として新型コロナワ
クチン接種と13日以上の間隔を空けてください　接種費用

接種にかかる費用は無料です
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避難所では新型コロナウ
イルス感染症対策を徹底。
オークホールでは最大71
人が避難しました。

オークホールでの避難

大雨の影響で道路が崩落
し、通行止めとなった町
道駒啼・芝峠線（落合・
駒啼地区）。

町道で道路崩落

３時間雨量157ミリを記録
した午後７時過ぎの庄西地
区。水路に大雨で流された
枝などがつまり、道路に雨
水が流れ出ています。

大雨の影響

道路が崩落した林道奥山
線（津野・奥山地区）。

豪雨の爪痕
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JR
添田駅

交差点は停止線で
必ず一時停止し、安全確認を！

交通事故が多発しています交通事故が多発しています

添田町役場　防災情報管財課防災安全係
田川警察署　添田警部交番

交通事故が多発しています

Ｊ Ｒ日田彦山線添田駅～夜明・日田駅間のＢＲＴ運行開始
決定に伴い、沿線で様々な工事が行われています。工事

にあわせて、県道78号添田小石原線にあった中元寺踏切も廃止さ
れ周辺のレールなども撤去されて全面舗装になり、踏切の手前で
一時停止をする必要がなくなりました。
　県道を通行する時はスムーズになった反面、添田駅から英彦山
方面に向かう町道畑川法光寺線との交差点で交通事故が多発して
います。町では警察や福岡県とも協議しましたが、事故が発生し
ている交差点への信号機の新設は、設置に必要な条件などがあり、
現時点では難しい状況です。
　今回の踏切廃止に伴い、県道は中央線や路側線を、町道は停止
線などを引き直していますので、運転する皆さん一人ひとりが交
通ルールを守り、ゆとりを持って慎重な運転を心がけましょう。

交差点通行時の注意点

▷当該交差点は県道78号添田小石原
線（中元寺トンネル方面⇔畑川交差
点方面）の道路が優先となっていま
すが、交差点付近では徐行するなど
して安全運転に努めましょう。故意
にスピードを上げる人が時々います。
ゆずりあいのマナーが大切です。

▷町道畑川法光寺線（添田駅⇔英彦
山方面）を通行する人は下記の方法
を参考にしてください。
①必ず停止線で一時停止（左右確認）
②安全を確認したらゆっくり前進
③県道の路側線（太い点線）付近ま
で前進し、一時停止して左右を確認
④車が通行していなければ安全を確
認して交差点に進入

※オークホールと添田町消防団第２
分団格納庫付近の交差点や、役場近
くの土器橋付近の交差点も同様です。
停止線で必ず止まり、安全が確認で
きる位置まで徐行して進み安全を確
認してから交差点に進入しましょう。

※信号のない横断歩道については、
横断しているまたは横断しようとし
ている歩行者がいるときは歩行者が
優先となります。きちんと一時停止
しましょう。

※交通死亡事故は、17時から19時台
の「夕暮れ・夜間」に多く発生して
います。
　日頃からの注意や安全運転を心が
けましょう。

◉ゆずりあいで事故を防ぐ

宮城内科
胃腸科医院

至
中元寺方面 県道78号　添田小石原線　（優先道路）

町
道　

畑
川
法
光
寺
線

事故多発交差点！
必ず一時停止

事故多発交差点！
必ず一時停止

畑川

５　広報そえだ（令和３年 10月号）

問 役場防災情報管財課防災安全係（☎ 82-4002）

広報そえだ（令和４年 10月号）　４５　広報そえだ（令和４年 10月号）
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使い終わったものをもう一度資源に戻し、新しい製
品として生まれ変わらせます。地域や学校で行う古
紙などの資源回収や、スーパーなどで行われている
食品用容器などの店頭回収を利用しましょう。
▶古紙、びん、缶、ペットボトルなどは分別ルール
　を守って、資源ごみ袋で出しましょう
▶使い終った家電４品目（エアコン、テレビ、冷蔵庫、
　洗濯機）やパソコンなどは、お店や製
　品を作った会社に引き取ってもらいま
　しょう（一部有料となります）
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。皆
さ
ん
も
こ
の
機
会
に「
も
っ

た
い
な
い
」
の
精
神
で
３
Ｒ
に
取
り

組
み
ま
し
ょ
う
。

ごみのもとになるものを買わない、家に持ち込まないことで、ごみの発生その
ものを抑えます。過剰な包装の製品や使い捨てのもの、使い切れない量のもの
を選ばないようにしましょう。
▶買う前に本当に必要か考え、買った物は大切に長く使いましょう
▶食事は食べきれる量を作り、食べ残しをしないようにしましょう
▶買い物ではマイバックを利用して、レジ袋や過剰包装を断りましょう
▶詰め替え商品（シャンプー、洗剤）を積極的に取り入れましょう
▶生ごみ処理機やコンポストを利用しましょう

◉生ごみから始めませんか、ごみの減量化
町では、家庭から排出される生ごみの減量化を促進させるため、生ごみ処理機器（コ

ンポスト容器・機械式など）を購入しようとする世帯に対し費用の
一部を助成しています。助成には要件があります。なお、補助金は
予算がなくなり次第受付終了となりますので、申請方法など購入前
に一度問い合わせください。

一度使ったものを必要とする人に譲ったり、修理し
たりすることで繰り返し利用します。リペアショッ
プ、リサイクルショップ、フリマアプリ、レンタル
商品、図書館などを積極的に利用しましょう。
▶壊れた物は、修理して大切に使いましょう
▶まだ使えそうな物は、フリーマーケットやリサイ
　クルショップを利用しましょ 
　う
▶繰り返し使える製品（充電式
　電池など）を使いましょう

Recycle（リサイクル）
再生利用　再び活用しよう!

Reuse（リユース）
再使用　繰り返し利用しよう!

Reduce（リデュース）
廃棄物の発生抑制　ごみを減らそう!１

２３

製
ま

問 役場保健福祉環境課
　 環境保全係（☎ 82-1232）

タ
活
用
問
題
」
の
正
解
率
が
低
い
こ
と
が
課

題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
課
題
を
検

証
し
、
町
内
教
職
員
全
員
で
授
業
改
善
・
学

力
向
上
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

今
年
度
の
児
童
・
生
徒
質
問
紙
の
結
果
か

ら
は
、
大
変
厳
し
い
状
況
が
う
か
が
が
え
ま

す
。
▽
「
毎
日
朝
食
を
食
べ
て
い
る
」
で

は
、
生
徒
が
前
回
よ
り
幾
分
か
改
善
し
全
国

を
や
や
上
回
っ
て
い
る
も
の
の
、
児
童
は

65
％
台
で
調
査
以
来
最
低
の
数
値
で
す
。
毎

日
リ
ズ
ム
正
し
く
朝
食
を
食
べ
て
い
る
割
合

が
年
々
減
少
し
て
い
る
状
況
で
す
。
▽
「
将

来
の
夢
や
希
望
を
持
っ
て
い
る
」
で
は
、
児

童
は
50
％
を
超
え
て
い
ま
す
が
生
徒
は
20
％

に
な
っ
て
い
ま
す
。
全
国
と
比
べ
大
き
く
下

教育の

ひろば
教育の

ひろば
◉令和４年度全国学力・学習状
況調査が４月に小学６年生・中
学３年生を対象に実施されまし
た。今年度は国語・算数／数学・
理科の教科に関する調査と、学
習意欲・学習方法・学習環境・
生活の諸側面などに関する質問
紙調査が行われ、その結果が７
月末に発表されましたので、結
果概要をお知らせします。

　

小
学
６
年
生
（
以
下
、「
児
童
」
と
い
う
。）

で
は
、
国
語
・
算
数
・
理
科
と
も
に
全
国
平

均
を
上
回
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
特
に
国

語
で
は
、
全
て
の
領
域
で
全
国
平
均
を
超
え

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
は
過
去
に
一

度
も
な
か
っ
た
こ
と
で
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
ま
ん
延
で
児
童
の
学
習
環

境
は
大
き
く
制
限
さ
れ
た
状
況
が
続
い
て
い

ま
す
が
、
添
田
町
の
子
ど
も
た
ち
の
学
力
は

着
実
に
向
上
し
て
い
る
状
況
が
う
か
が
え
ま

す
。
中
学
３
年
生（
以
下
、「
生
徒
」と
い
う
。）

で
は
、
全
国
を
上
回
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
。

　

今
年
度
の
調
査
結
果
か
ら
生
徒
は
国
語
・

数
学
に
お
け
る
「
記
述
式
問
題
」
が
、
ま
た

児
童
・
生
徒
は
算
数
／
数
学
に
お
け
る「
デ
ー

▼
教
科
に
関
す
る
調
査
結
果

問 役場教育委員会学校教育課学校教育係
　 （☎ 82-5963）

▼
質
問
紙
に
関
す
る
調
査
結
果

令和４年度　児童・生徒質問紙（抽出）
～添田町および福岡県、全国の平均回答率（％）～回

っ
て
い
ま
す
。
▽
「
自
分
に
は
良
い
と
こ

ろ
が
あ
る
と
思
う
」
で
は
、
児
童
・
生
徒
と

も
に
全
国
を
大
き
く
下
回
っ
て
い
ま
す
。
自

分
を
大
切
に
思
う
自
尊
感
情
の
低
い
状
況
が

続
い
て
い
ま
す
。
▽
「
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で

Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
動
画
を
視
聴
す
る
時
間
が
毎
日
３

時
間
以
上
」
と
い
う
児
童
・
生
徒
が
全
国
よ

り
高
い
状
況
で
す
。
こ
の
こ
と
に
加
え
、
児

童
は
「
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
使
い
方
の
約

束
」
を
守
っ
て
い
る
割
合
が
全
国
を
大
き
く

下
回
っ
て
い
ま
す
。
▽
「
自
分
で
計
画
を
立

て
て
勉
強
し
て
い
る
」
で
は
、
全
国
に
比
べ

低
く
な
っ
て
い
ま
す
。
▽
「
休
み
の
日
は
家

で
１
時
間
以
上
勉
強
し
て
い
る
」
で
は
、
児

童
・
生
徒
と
も
に
全
国
を
大
き
く
下
回
っ
て

い
ま
す
。

　

今
年
度
の
児
童
・
生
徒
質
問
紙
の
結
果
か

ら
見
え
る
課
題
を
考
え
る
と
き
「
生
活
習
慣

の
見
直
し
」や「
自
尊
感
情
を
高
め
る
取
組

み
」
が
と
て
も
重
要
で
す
。
こ
れ
ま
で
以
上

に
学
校
・
家
庭
・
行
政
と
の
連
携
を
大
切
に
し

な
が
ら
、
こ
の
課
題
の
解
決
に
取
り
組
み
ま

す
。保
護
者
の
皆
さ
ん
、地
域
の
皆
さ
ん
、ご

理
解
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

小学校６年生

毎朝
朝食を
食べてい
る

将来の夢
や目標を
持ってい
る

自分に良
いところ
があると
思う

自分で計
画を立て
て勉強し
ている

休みの日
は家で１
時間以上
勉強して
いる

スマート
フォンの
使い方の
約束がな
い

毎日スマー
トフォンや
テレビゲー
ムを３時間
以上する

添田町 65.2 56.5 18.8 20.3 40.5 26.1 36.2

福岡県 81.9 60.5 38.0 25.1 51.2 36.5 21.5

全　国 84.9 60.4 39.4 27.5 56.1 39.4 19.7

中学校３年生

毎朝
朝食を
食べてい
る

将来の夢
や目標を
持ってい
る

自分に良
いところ
があると
思う

自分で計
画を立て
て勉強し
ている

休みの日
は家で１
時間以上
勉強して
いる

スマート
フォンの
使い方の
約束がな
い

毎日スマー
トフォンや
テレビゲー
ムを３時間
以上する

添田町 81.7 20.0 23.3 10.0 48.3 30.0 38.3

福岡県 78.4 40.5 34.6 13.3 66.1 30.5 28.3

全　国 79.9 39.8 36.0 15.4 70.8 32.2 29.5



小・中学校時代
不登校だった著
者のその後を描
いた物語。「フツ
ウ」でない自分
を卑下し、「ちゃ
んとした大人」
にならなきゃと
もがく日々。定
時制、専門学校、
フリースクール
など様々な場所
で友だちと出会って気付いた、本当に大
切な事とは？
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　「行ってきます」「ただいま」「おはよう」「おやすみ」「いただきます」「ごちそうさま」　「行ってきます」「ただいま」「おはよう」「おやすみ」「いただきます」「ごちそうさま」
　いつも同じ人が一緒に家の中に居て声をかけてくれる。子どもたちの人生では、このような声かけがあ　いつも同じ人が一緒に家の中に居て声をかけてくれる。子どもたちの人生では、このような声かけがあ
る生活はとても大切なもの、そして、育てる大人にとっても、とても大切なものです。里親制度はこの生る生活はとても大切なもの、そして、育てる大人にとっても、とても大切なものです。里親制度はこの生
活を支えていく大切な制度です。福岡県では、さまざまな事情で約活を支えていく大切な制度です。福岡県では、さまざまな事情で約1,7001,700人の子どもたちが自分の家族と離人の子どもたちが自分の家族と離
れて生活しています。そのうち、里親と一緒に生活している子どもは、約２割にとどまっています。れて生活しています。そのうち、里親と一緒に生活している子どもは、約２割にとどまっています。
　子どもは社会の宝物です。子どもは家庭だけでなく、地域社会全体で育成されなければなりません。子　子どもは社会の宝物です。子どもは家庭だけでなく、地域社会全体で育成されなければなりません。子
どもの養育に携わるすべての人に、この里親制度を知ってもらうことが重要です。どもの養育に携わるすべての人に、この里親制度を知ってもらうことが重要です。

　「行ってきます」「ただいま」「おはよう」「おやすみ」「いただきます」「ごちそうさま」
　いつも同じ人が一緒に家の中に居て声をかけてくれる。子どもたちの人生では、このような声かけがあ
る生活はとても大切なもの、そして、育てる大人にとっても、とても大切なものです。里親制度はこの生
活を支えていく大切な制度です。福岡県では、さまざまな事情で約1,700人の子どもたちが自分の家族と離
れて生活しています。そのうち、里親と一緒に生活している子どもは、約２割にとどまっています。
　子どもは社会の宝物です。子どもは家庭だけでなく、地域社会全体で育成されなければなりません。子
どもの養育に携わるすべての人に、この里親制度を知ってもらうことが重要です。

▶養育里親 養子縁組を目的とせず、様々な事情
　により家庭で生活することができない子どもを
　養育する里親
▶専門里親　虐待等により心に傷を受けた子ども
　や障がいのある子どもなど、専門的な知識と技
　能を用いて子どもを養育する里親
▶親族里親 両親や監護する人が死亡や疾病によ
　る入院などで子どもを養育できないときに、祖
　父母などの親族が子どもを養育する里親
▶養子縁組里親　養子縁組を前提として子どもを
　養育する里親

里親制度とは？
家庭の温もりを求めている子どもたちは、里親

さんとの出会いを待ち望んでいます。子どもが明
るく健やかに成長していくためには、あたたかい
家庭が大切です。しかし、親の事故や病気などの
ために自分の家庭で暮らすことのできない子ども
たちもいます。このような子どもたちの養育を児
童福祉法に基づいて、里親となることを希望する
人にお願いするのが「里親制度」です。

里親には四つの種類があります

子どもを育てるために必要な生活費、教育費、医
療費などが支給されます。また、養育里親と専門
里親には里親手当が支給されます。

養育に必要な費用が支給されます

里親になるまでの流れ
1相談
　　里親希望者にはガイダンスを行い、里親制度
　　の仕組みや里親になるまでの流れなど説明し
　　ます。
2研修および里親登録
　　里親希望者に研修(講義、実習)を行います。
　　・基礎研修　（講義・施設見学１日間）
　　・登録前研修　（講義２日間・施設実習２日間）
　　研修終了後、家庭の状況調査と県の審議会を
　　経て里親登録となります。
3子どもとの生活を始めるまで
　　里親さんと子どもの生活を始める前には、面
　　会、外出などの交流を行います。また交流中
　　は子育て相談や支援などを行います。
4子どもとの生活が始まってから　
　　家庭訪問や電話連絡などで家庭環境を調査し、
　　関係機関とも連携した支援を行います。また、
　　里親さんや子どもと一緒に自立に向けた支援
　　計画を立て、相談やアフターケアも行います。

里親についての問い合わせ先

福岡県田川児童相談所 （☎ 42-0499）
【福岡県里親養育包括支援業務受託】社会福祉法人
嘉穂郡社会福祉協会　フォスタリング機関そわか
（☎ 0947-42-1052）
役場保健福祉環境課健康対策係（☎ 88-8111）

里親制度をご存じですか？里親制度をご存じですか？里親制度をご存じですか？

祉法人
そわか

1）

　
　

に
読
み
た
い
こ
の
一
冊

夏
の
暑
さ
が
落
ち
着
き
過
ご
し
や
す
く
な
り
、
本
を
読

む
の
に
最
適
な
季
節
の
秋
に
な
り
ま
し
た
。
今
回
は
町

立
図
書
館
ス
タ
ッ
フ
が
厳
選
し
た
、
皆
さ
ん
に
読
ん
で

欲
し
い
一
冊
を
紹
介
し
ま
す
。

町
立
図
書
館
６
万
冊
か
ら
厳
選

ソ連では第二次世
界大戦で百万人を
こえる女性が従軍
し、看護婦や軍医
としてのみならず
兵士として武器を
手にして戦った。
しかし戦後は世間
から白い目で見ら
れ、みずからの戦
争体験をひた隠し
にしなければなら
なかった。五百人以上の従軍女性から聞
き取りを行い戦争の真実を明らかにした、
ノーベル文学賞作家の主著。マンガ版も
あります。

勉強も運動も苦手
でぐうたらしてば
かりの、のび太。
でも映画版では大
活躍、しずかちゃ
んと結婚と、実は
人生の成功者だっ
たのです！そんな
のび太から、無理
せずに自分らしく
生きて、夢まで叶
えてしまう方法を
学んでみませんか ?ドラえもん学を研究
する著者が、どんなダメな人でも夢が叶
う、魔法の法則「のび太メソッド」を解
説します。

アラスカの
ヘラジカの
群れに見知
らぬオスが
近づいてき
た。群れを
率いるオス
との戦いが
始まると、
互いの角がからまり、はずれなくなって
…。写真家・星野道夫が遺した写真から
生まれた、大自然のドラマと生命のつな
がりの物語。家族で絵本をひらいて楽し
めます。

戦争は女の顔をしていない
スヴェトラーナ・アレクシェーヴィチ／著
三浦みどり／訳（岩波書店）

「まるごと焼いた」
「ドカンと食べた」
というダイナミッ
クなツイートで一
躍大人気の全農広
報部さんの監修で
もっと気楽に野菜
を食べるための知
恵やコツをたっぷ
り紹介。広報部さ
んいわく「無理し
ない」「食べたいよ
うに食べるのがいい」旬の野菜の見分け
方からレシピ、調理・保存法まで、ちょっ
とした工夫で素材の魅力を引き出す情報
が満載。

「のび太」という生きかた ポケット版
横山泰行／著
（アスコム）

学校へ行けなかった僕と 9人の友だち
棚園正一／著
（双葉社）

あるヘラジカの物語 
星野道夫／原案　鈴木まもる／絵と文
（あすなろ書房）

ＪＡ全農広報部さんにきいた世界一おい
しい野菜の食べ方
ＪＡ全農広報部／監修（KADOKAWA）

新編九州の戦争遺跡
江浜明徳／著
（海鳥社）

山中に放置された
軍事施設、苦難と
犠牲の実態を伝え
る慰霊碑…。明治
期から戦後の占領
期における九州各
地の軍事的建造物、
空襲や銃撃跡など
戦争に関連するも
の84か所を徹底踏
査。カラー写真や
地図とともに紹介
する。「小倉城内陸軍司令部跡」「門司港
駅渡船者監視所跡」「九州飛行機試験飛行
場跡」など身近な場所に残されている史
跡も多く掲載。

、、

かからまらまりり はずはずれなれなくなくな てて

問 町立図書館（☎82-4800）
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◉年末調整関係書類は国税庁ホーム
　ページで確認ください
例年、源泉徴収義務者の皆さんに送付

していました「年末調整のしかた」、「源
泉徴収税額表」、「給与所得の源泉徴収票
等の法定調書の作成と提出の手引き」な
どの年末調整関書類は、行政のデジタル
化を踏まえ見直しを行い、今後は年末調
整関係手引きなどに代えて、国税庁ホー
ムページの案内や前年からの変更点・改
正事項を記載したリーフレットを送付し
ます。
　なお、年末調整関係手引きなどは、国
税庁ホームページの「年末調整がよくわ
かるページ」に掲載しています。
問 田川税務署法人課税部門
　 （☎ 44-4576）

◉インボイス制度が開始されます
　インボイス制度が開始される令和５年
10月１日から登録を受けるためには、原
則として、令和５年３月31日までに登録
申請手続きを行う必要があります。登録
申請後、審査に一定の期間を要しますの
で、早めの提出をお願いします。
▶インボイス（適格請求書）とは
売手が買手に対して、正確な適用税率や

　消費税額などを伝えるものです。具体的
　には、現行の「区分記載請求書」に「登
　録番号」などの記載が追加された書類や
　データをいいます。
▶インボイス制度とは
　売手は、買手である取引相手（課税事
　業者）から求められたときは、インボ
　イスを交付しなければなりません。買
　手は仕入税額控除の適用を受けるため
　に、原則として、取引相
　手から交付を受けたイン
　ボイスの保存などが必要
　となります。
問 軽減・インボイスコールセンター
　 （☎ 0120-205-553）

まちからのお知らせ＆情報

新型コロナウイルス感染症対策を実施して開催します税務署からのお知らせ

税金に関する手続きが
変わります

◉第46回添田町総合文化祭
　踊りや歌、バレエ、コーラスなどをステージで披露する
華やかな芸能部門と、華道や書道、下げもん、水墨画など
の力作が並ぶ展示部門。それぞれの磨き抜かれた芸や作品
に出会える２日間です。入場は無料で
どなたでも観覧できます。皆さんのお
越しをお待ちしています。
▶日程 11月５日土、６日日

◉第30回ふくおか県民文化祭2022　
　添田町オークホール薪能 新作能「はなぶさ英彦山」公演
　英彦山に伝わる民話などを題材とした新作の「能楽」を
屋内薪能として初披露。天狗豊前坊や龍神のことなど、こ
こでしか観ることができない内容で、能楽を身近で楽しむ
ことができます。
▶日程 11月13日日（13時開場、14時開演）
▶入場料　4,000 円（全席自由）
　※チケットはオークホールで販売中です。
問 オークホール（☎ 82-2559）

◉職員が申請に必要な写真の撮影など、申請サポートを出張して行います
　安心・安全で利便性の高いデジタル社会の実現、公平で効率的な行政運営を目指し、その基盤となるマイ
ナンバーカードの普及促進を進めています。町では、マイナンバーカードの取得を希望される人に、職員が
写真の撮影などの出張申請サポートを行います。マイナポイント付与対象となるマイナンバーカード申請期
限が12月末まで延長されたこの機会にマイナンバーカードをつくりませんか。各会場とも予約不要ですので、
お気軽にお越しください。

（敬称略）

マイナンバーカードの出張申請サポートを行います

シニア向けスマホ教室と同時開催

オークホールで
文化・芸術・芸能に触れませんか

　

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
詳
細
は
国

←
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
を

会場 日程 時間

オークホール

10月18日火 10時～11時30分

10月20日木 14時～15時30分

10月25日火 10時～11時30分

10月28日金 14時～15時30分

津野公民館
10月18日火 14時～15時30分

10月25日火 14時～15時30分

中元寺公民館
10月21日金 10時～11時30分

10月28日金 10時～11時30分

彦山地区
総合センター

10月20日木 10時～11時30分

10月21日金 14時～15時30分

▶申請のときに必要なもの
　運転免許証などの本人確認書類
※顔写真のついた運転免許証などは１点、顔写
真のない健康保険証、介護保険証、年金手帳な
どは２点必要です。

※写真を撮りますの
で、必ず申請する本
人が来てください。
問 役場住民課戸籍住
　 民係
　 （☎ 82-1233）

▶出張申請場所／日時

◉シニア向けスマホ教室を開催します
　「スマートフォンは持っていないけど、挑戦し
てみたい」「普段使っているスマートフォンを
もっと使いこなしたい」「孫とＬＩＮＥで話した
い」こんな思いを持っているシニア世代を対象
にスマホ教室を開催します。
▶開催内容　※各回先着15人
▷『たのしい！スマートフォン講座　基本編』
　画面の見方や基本操作、アプリのインストー
ル方法、ＬＩＮＥの利用方法などを、実績豊富
な講師が優しくわかりやすくお話しします。
▷『わかる！スマートフォン講座　応用編』
　キャッシュレス決済（PayPay など）の利用
方法などを、わかりやすく
お話しします。

す

会場 日程 時間

基
本
編

オークホール
10月18日火 10時～11時30分

10月20日木 14時～15時30分

津野公民館 10月18日火 14時～15時30分

中元寺公民館 10月21日金 10時～11時30分

彦山地区
総合センター 10月20日木 10時～11時30分

応
用
編

オークホール
10月25日火 10時～11時30分

10月28日金 14時～15時30分

津野公民館 10月25日火 14時～15時30分

中元寺公民館 10月28日金 10時～11時30分

彦山地区
総合センター 10月21日金 14時～15時30分

▶持ってくるもの
▷スマートフォン（※当日貸出機あり）▷メールアドレス
▷Apple ID またはGoogle アカウントとパスワード
▶参加費　無料
▶申込期限　各講座の５日前まで
▶教室会場場所／日時

▶申し込み／問い合わせ
役場防災情報管財課情報管理係（☎ 82-4002）

↑職員が申請に必要な顔写真を撮ります



◉
11
月
号
に
掲
載
す
る
俳
句
・
短
歌
・
川
柳
を
募
集
し
ま
す

10
月
14
日
金
ま
で
に
役
場
総
務
課
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

※
投
稿
は
１
人
一
句
ま
で
。
俳
句
・
短
歌
・
川
柳
の
区
分
を
書
い

て
く
だ
さ
い
。

問
役
場
総
務
課
広
報
・
秘
書
係
（
☎
82
―
４
０
０
０
）

文
芸
歳
時
記

秋
蝶
の
過
り
て
よ
り
の
山
の
黙　
　
　
　

島
津
余
史
衣

白
露
や
夜
の
離
れ
ゆ
く
八
ヶ
岳　
　
　
　

伊
井
寸
美
子

白
き
鳥
布
陣
の
ご
と
く
立
つ
刈
田　
　
　

斎
藤
智
寿
子

大
風
の
吹
き
冶
ま
り
し
百
日
紅　
　
　
　

山
本　

仁
恵

赤
も
よ
し
白
も
ま
た
よ
し
曼
殊
沙
華　
　

立
花　

克
明

【
川
柳　

投
稿
】

安
ら
か
な
妻
の
い
び
き
に
ほ
っ
と
す
る　

原
田
祥
二
郎

幸
せ
は
夫
と
お
食
事
差
し
向
か
い　
　
　

原
田　

順
子

【
短
歌　

春
扇
短
歌
会　

筑
紫
支
社
】

狹
庭
辺
に
捩ね

じ

花
捩
れ
て
一い

つ
か花

咲
く

　
　

も
っ
と
仲
間
が
増
え
る
と
良
い
ね　

五
十
嵐
田
鶴

青
芋ず

い
き茎

の
味
噌
汁
に
孫
は
美
味
し
い
に

　
　

超
ま
で
付
け
足
し
我
を
も
ち
上
ぐ　

福
富　

廣
枝

屋
敷
跡
に
吾
が
植
え
育
て
し
檜
木
は

　
　
　

昼
な
お
暗
く
伸
び
は
止
ま
ら
ず　

荒
巻
ミ
サ
子

日
の
出
前
錫
色
の
空
に
山
際
ゆ

　
　
　
　
　
　

薄
き
茜
の
光
指
し
く
る　

大
塚　

富
江

【
短
歌　

投
稿
】

身
に
し
み
て
澄
み
渡
り
ゆ
く
気
配
せ
り

　
　
　
　
　

通
り
雨
二
度
す
ぎ
し
山
里　

独
活
山
強
実

一
つ
ず
つ
欠
け
て
ゆ
く
の
か
出
来
る
こ
と

　
　
　
　

鈴
虫
鳴
き
て
果
敢
な
き
闇
夜　

櫻
木
マ
サ
子

後
戻
り
出
来
ず
に
ハ
マ
る
片
思
い

　

ど
う
し
た
も
の
か
と
月
に
お
し
ゃ
べ
り　

佐
藤　
　

直

少お
さ
な
ご女

の
白
き
ス
ミ
レ
に
ひ
ざ
お
り
て

　

み
つ
め
る
ひ
と
み
の
澄
み
て
澄
め
る
か　

柳
瀬　

一
徳

【
俳
句　

投
稿
】

霧
襖
晴
れ
浄
土
め
く
豊
前
坊　
　
　
　
　

伊
勢
村　

稔

夏
の
夜
暑
さ
凌
ん
で
雨
を
待
つ　
　
　
　

寺
本　

紀
子

嵐
く
る
前
の
静
け
さ
赤
と
ん
ぼ　
　
　
　

柳
瀬　

満
子
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の
解
説
を
通
じ
て
、
参
加
者
は
往
事

の
庭
園
の
情
景
を
思
い
浮
か
べ
た
で

し
ょ
う
。
石
階
段
を
登
り
切
っ
た
場

所
が
御
本
坊
庭
園
で
す
。
大
き
な
石

組
が
力
強
さ
を
感
じ
さ
せ
る
も
の
で
、

専
門
家
は
２
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
石

が
い
く
つ
も
組
ま
れ
る
の
は
全
国
的

に
も
珍
し
い
こ
と
だ
と
指
摘
し
て
い

ま
し
た
。
参
加
者
に
は
石
階
段
の
上

り
下
り
が
大
変
だ
っ
た
よ
う
で
す
が
、

専
門
家
に
よ
る
分
か
り
や
す
い
解
説

付
き
の
見
学
会
は
非
常
に
満
足
し
て

も
ら
え
ま
し
た
。
12
月
に
も
同
じ
内

容
で
見
学
会
を
開
催
し
ま
す
の
で
、

こ
の
機
会
に
普
段
は
立
ち
入
り
が
で

き
な
い
庭
園
を
見
学
し
て
み
ま
せ
ん

か
。申
込
方
法
な
ど
の
詳
細
は
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
文
・
西
山
紘
二
学
芸
員（
ま
ち
づ
く

り
課
歴
史
文
化
財
係
）】

歴まちコラム　　～歴史と文化のふる里探訪～

見
学
会
は
専
門
家
に
よ
る
解
説

付
き
で
、
英
彦
山
修
験
道
の

最
高
職
に
あ
た
る
「
座ざ

ず主
」
の
住
居

跡
（
旧き

ゅ
う
ざ
す
い
ん

座
主
院
）
に
残
る
「
旧
座
主

院
御ご

ほ
ん
ぼ
う

本
坊
庭
園
」
と
「
旧
座
主
院
御お

下し
も
や屋

庭
園
」
の
２
つ
を
訪
れ
ま
し
た
。

現
在
、
旧
座
主
院
は
九
州
大
学
農
学

部
の
彦
山
生
物
学
実
験
施
設
と
し
て

利
用
さ
れ
て
お
り
、
普
段
は
一
般
公

開
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
当
日
は
事
前

申
込
の
あ
っ
た
13
人
が
参
加
し
、
ま

ず
は
英
彦
山
修
験
道
館
で
庭
園
が
築

か
れ
た
背
景
や
特
徴
な
ど
を
学
び
ま

し
た
。
専
門
家
の
解
説
に
よ
る
と
、

英
彦
山
に
は
庭
園
を
築
く
上
で
必
要

な
石
材
や
水
、
庭
木
と
し
て
使
用
す

る
樹
木
が
豊
富
に
あ
り
、
庭
園
を
築

く
た
め
の
経
済
的
な
余
裕
も
あ
っ
た

よ
う
で
す
。
ま
た
、
特
徴
と
し
て
池

の
底
が
浅
い
こ
と
や
先
端
の
尖
っ
た

石
が
池
の
中
に
置
か
れ
る
こ
と
な
ど

が
挙
げ
ら
れ
ま
し
た
。

参
加
者
は
英
彦
山
の
庭
園
に
つ

い
て
理
解
を
深
め
た
後
、
英

彦
山
修
験
道
館
を
出
発
し
、
参
道
を

通
っ
て
庭
園
へ
向
か
い
ま
し
た
。
旧

座
主
院
へ
の
入
り
口
に
到
着
す
る
や

い
な
や
、
参
加
者
の
興
味
を
集
め
た

の
は
石
垣
で
す
。
ま
る
で
お
城
を
連

想
さ
せ
る
か
の
よ
う
な
大
き
な
石
垣

は
、
自
分
た
ち
の
力
を
誇
ら
し
げ
に

示
す
か
の
よ
う
に
感
じ
ら
れ
ま
す
。

座
主
の
住
居
跡
ま
で
は
石
階
段
が
続

き
、
そ
の
途
中
に
位
置
す
る
の
が
御

下
屋
庭
園
で
す
。
池
の
水
は
枯
れ
、

石
組
だ
け
で
一
見
し
た
だ
け
で
は
庭

園
と
理
解
し
づ
ら
い
も
の
で
す
が
、

専
門
家
に
よ
る
「
視
点
場
」（
庭
園
を

見
る
の
に
最
も
適
し
た
場
所
）
の
紹

介
や
置
か
れ
た
石
の
持
つ
意
味
な
ど

　

夏
の
暑
さ
が
残
る
８
月
28
日
、
庭
園
の
魅
力
を
広
め
る
た
め
、

英
彦
山
に
残
る
文
化
財
庭
園
の
見
学
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
今
回

は
、
当
日
行
わ
れ
た
専
門
家
の
解
説
内
容
な
ど
、
見
学
会
の
様
子

を
お
伝
え
し
ま
す
。

旧
座
主
院
の

庭
園
見
学
会
を
開
催

↑旧座主院の周辺は厳かな雰囲気が漂い、迫力ある大きな
　石額も見どころです

問 役場まちづくり課歴史文化財係（☎82-1236）

　町の財務に関
する事務が適正
で、かつ効率的
に執行されてい
るかを監査する
添田町監査委員
の宮平信之さん
と緒方裕子さん
が、令和３年度
の歳入歳出決算の審査を行いました。審査は約１か月に
わたって行われ、決算書などの関係諸表を確認し、その
審査意見書を８月30日、寺西町長に提出しました。決算
の詳しい内容は広報そえだ11月号でお知らせします。

↑審査意見書を提出した宮平委員㊥、緒方委員㊧

My Town Topics

10月生まれ
HAPPY
BIRTHDAY

れ

未就学児のお子さんの写真を募集します

①お子さんの写真　②お子さんの氏名　③名前の読み方　
④誕生日　⑤年齢　⑥行政区　⑦メッセージ（50文字以内）
⑧保護者の連絡先をＥメールで送信してください。

koho@town.soeda.fukuoka.jp
送信先

ナミちゃんおたんじょうびおめでと
う～。元気いっぱい、ナミちゃんス
マイルで癒やしてね♡

植田 南
なみ

海ちゃん
10月４日生❹・庄西

八城 衣
いつき

姫ちゃん
10月28日生❺・峰地

いっちゃん⑤才おめでとう(*^^*)
兄妹仲良く元気に大きくなってね♡

財務に関する事務の執行などを審査
令和３年度決算審査報告

↓ 20年前の作品から今年の作品まで、たくさんの作品が展示されました

まちの話題
中島家住宅で２つの催し
水彩画展と音楽ライブ

　９月17日から25日までの間、国指定重要文化財の中島
家住宅で添田町活性化推進協議会（廣田敏正会長）によ
る「墨彩画と仲間たち」が開催されました。オークホー
ルで水墨画サークルの講師を務める石井直さんなどの作
品が100点以上展示され、期間中は多くの人で賑わいまし
た。また、最終日の９月25日には、「音楽ライブ in 中島
家」と題して、大正琴とハーモニカの生演奏が行われま
した。ライブに訪れた人は、石

しゃくなげ

楠花会の６人が奏でる大
正琴と、手島和登美さんら３人が奏でるハーモニカの美
しい音色に聞き入っていました。中島家住宅では、定期
的に展示会などの催しが開催されています。その期間以
外にも、毎週土曜日と日曜日の13時から16時まで、一般
公開していますので気軽にお越しください。

↑大正琴の演奏を、中島家に来場した約50人の観客は聞き入っていました

中富 心
みみ

美 ちゃん 
10月30日生 ❶・野田

11月生まれの
締め切りは、

10月14日金です。

いつもニコニコなみみちゃん♡
パパとママの所に来てくれてありが
とう♡



問
観
光
協
会
井
手
口
さ
ん

（
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―
5
７
３
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―
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３
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６
）

▼
上
津
野
村
づ
く
り
推
進
協
議
会
主

　

催「
自
然
に
ふ
れ
よ
う
in
津
野〝
収

　

穫
祭
〞」

問
協
議
会
陣
矢
さ
ん

（
☎
090
―
１
８
７
４
―
５
５
５
５
）

○
添
田
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ

▼
香
典
返
し　

▽
故
谷
口
照
文
（
下

　

中
元
寺
）
▽
故
下
田
甚
吾
（
下
中

　

元
寺
）
▽
故
佐
渡
サ
ト
子
（
野
田
）

　

▽
故
松
崎
義
和
（
野
田
）
▽
故
森

　

山
チ
ヱ
子
（
野
田
）
▽
故
平
井
フ

　

ジ
ヱ
（
庄
上
）▽
故
尾
畑
昭
德（
庄

　

西
）
▽
故
松
川
和
明
（
岩
瀬
）

　
　
　
（
令
和
４
年
９
月
14
日
現
在
）

▼
と
き

10
月
22
日
土

16
時
〜
１
時
間
程
度

▼
と
こ
ろ　

別
所
駐
車

　

場
付
近
（
英
彦
山
）

※
軍
手
と
ゴ
ミ
袋
は
商
工
会
で
準
備

問
添
田
町
商
工
会

（
☎
82
―
0
2
4
4
）

　

例
年
、
11
月
開
催
の
「
薬
師
堂
大

祭
」
と
「
収
穫
祭
」
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り

中
止
と
な
り
ま
し
た
。

【
中
止
と
な
っ
た
イ
ベ
ン
ト
】

▼
上
中
元
寺
観
光
協
会
主
催
「
上
中

　

元
寺
薬
師
堂
大
祭
」

　

原
爆
被
爆
者
二
世
の
希
望
者
を
対

象
に
、
無
料
で
健
康
診
断
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

▼
実
施
期
間

10
月
１
日
土
〜
令
和

　

５
年
２
月
28
日
火

※
医
療
機
関
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。

▼
受
診
方
法　

実
施
医
療
機
関
の
窓

　

口
に
二
世
健
診
受
診
の
旨
を
申
し

　

出
て
検
査
し
て
く
だ
さ
い

▼
医
療
機
関　

社
会
保
険
田
川
病
院

　
（
田
川
市
）
ほ
か
45
医
療
機
関

※
予
約
を
し
て
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

実
施
医
療
機
関
な
ど
、
詳
し
く
は
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
福
岡
県
が
ん
感
染
症
疾
病
対
策
課

難
病
等
助
成
係

（
☎
092
―
643
―
３
２
６
７
）

　

県
内
各
町
村
の
自
慢
の
特
産
品
・

グ
ル
メ
・
加
工
品
が
大
集
合
し
ま
す
。

添
田
町
か
ら
は
道
の
駅
歓
遊
舎
ひ
こ

さ
ん
が
出
展
し
、
柚
子
こ
し
ょ
う
や

オ
リ
ジ
ナ
ル
野
菜
ジ
ュ
ー
ス
、
英
彦

山
サ
イ
ダ
ー
な
ど
を
販
売
予
定
で
す
。

ス
テ
ー
ジ
で
は
、
伝
統
芸
能
な
ど
も

披
露
さ
れ
ま
す
。
町
村
の
魅
力
に
触

れ
る
こ
と
が
で
き
る
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

▼
と
き

10
月
22
日
土
10
時
30
分
〜

16
時
30
分
、
23
日
日
11
時
〜
16
時

▼
と
こ
ろ　

県
営
天
神
中
央
公
園　

　

ふ
く
お
か
交
流
お
祭
り
ひ
ろ
ば

　
（
福
岡
市
）

問
福
岡
県
町
村
会
総
務
課

（
☎
092
―
651
―
１
１
２
１
）

▼
相
談
内
容　

登
記
や
相
続
、
道
路

　

の
維
持
管
理
や
安
全
対
策
、
年
金

　

や
税
金
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
関
す

　

る
こ
と
な
ど
、
く
ら
し
の
中
で
困

　

っ
て
い
る
こ
と

問
役
場
保
健
福
祉
環
境
課
福
祉
・
高

齢
者
支
援
係
（
☎
82
―
１
２
3
２
）

　

相
続
や
借
金
、
悪
質
商
法
の
問
題

な
ど
身
近
な
法
律
ト
ラ
ブ
ル
に
、
司

法
書
士
が
W
e
b
シ
ス
テ
ム
を
介
し

て
遠
隔
で
相
談
に
応
じ
ま
す
。

▼
と
き

10
月
29
日
土
10
時
〜
13
時

▼
と
こ
ろ　

糸
田
町
住
民
セ
ン
タ
ー

▼
定
員　

６
組
／
先
着
順

▼
予
約
受
付
時
間　

平
日
10
時
〜
16
時

問
福
岡
県
司
法
書
士
会
筑
豊
相
談
セ

ン
タ
ー
（
☎
44
―
２
５
３
０
）

広報そえだ（令和４年 10月号）　14

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　
　
　
　
　
　
　

（
敬
称
略
）

Information

　

離
職
な
ど
で
再
就
職
を
希
望
す
る

人
を
対
象
に
、
専
門
知
識
や
技
能
を

学
ぶ
６
か
月
間
の
訓
練
で
す
。

▼
訓
練
期
間

12
月
１
日
木
〜
令
和

　

５
年
５
月
26
日
金

▼
訓
練
科
名　

も
の
づ
く
り
溶
接
科

　

／
定
員
15
人

▼
対
象
者　

公
共
職
業
安
定
所
（
ハ

　

ロ
ー
ワ
ー
ク
）
に
求
職
を
申
込
み

　

し
て
い
る
人

▼
受
講
料　

無
料
（
教
科
書
・
作
業

　

着
な
ど
は
自
己
負
担
）

▼
募
集
期
限

11
月
10
日
木

▼
入
所
選
考

11
月
16
日
水
／
筆
記

　

お
よ
び
面
接

問
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
飯
塚

（
☎
０
９
４
８
―
22
―
４
９
８
８
）

◉
第
５
回
自
衛
官
候
補
生
（
任
期
制

自
衛
官
）

▼
試
験
日
【
筆
記
試
験
（
W
e
b
）】

11
月
13
日
日
〜
15
日
火
の
う
ち
指

　

定
す
る
１
日
【
口
述
・
身
体
検
査
】

11
月
19
日
土
ま
た
は
20
日
日

▼
口
述
・
身
体
検
査
会
場　

小
倉
駐

　

屯
地
（
北
九
州
市
）

▼
試
験
資
格　

日
本
国
籍
を
有
す
る

18
歳
以
上
33
歳
未
満
の
人

▼
申
込
期
限

11
月
４
日
金

※
申
込
方
法
な
ど
詳
し
く
は
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
自
衛
隊
福
岡
地
方
協
力
本
部
飯
塚

地
域
事
務
所
で
は
、
説
明
会
を
随
時

行
っ
て
い
ま
す
。
ご
都
合
に
合
わ
せ

個
別
説
明
や
出
張
説
明
も
可
能
で
す
。

問
自
衛
隊
福
岡
地
方
協
力
本
部
飯
塚

地
域
事
務
所

（
☎
０
９
４
８
―
22
―
４
８
４
７
）

　

田
川
・
小
竹
高
等
技
術
専
門
校
で

は
、
令
和
５
年
度
施
設
内
職
業
訓
練

生（
４
月
入
校
生
）を
募
集
し
ま
す
。

▼
試
験
日

11
月
15
日
火
／
筆
記
お

　

よ
び
面
接

10
月
17
日
月
か
ら
23
日
日
ま
で
の

１
週
間
は
「
行
政
相
談
週
間
」
で
す
。

本
町
で
は
、
３
か

所
で
巡
回
相
談
を

行
い
ま
す
の
で
気

軽
に
相
談
し
て
く

だ
さ
い
。
相
談
は

無
料
で
秘
密
は
厳

守
さ
れ
ま
す
。
な

お
、
相
談
の
際
は
マ
ス
ク
の
着
用
と

来
場
前
の
検
温
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
中
元
寺
公
民
館

10
月
19
日
水　

10
時
〜
15
時

▼
津
野
公
民
館

10
月
20
日
木　

10
時
〜
15
時

▼
彦
山
地
区
総
合
セ
ン
タ
ー

10
月
21
日
金　

10
時
〜
15
時

▼
募
集
期
間

10
月
７
日
金
〜
11
月

　

４
日
金

▼
募
集
科　

▽
田
川
校
＝
電
気
工
事

　

科
、自
動
車
整
備
科
、木
工
家
具
科
、

　

エ
ク
ス
テ
リ
ア
左
官
科
、
O
A
事

　

務
科　

▽
小
竹
校
＝
プ
ロ
グ
ラ
ム

　

設
計
科
、
自
動
車
整
備
科
、
機
械

　

加
工
エ
ン
ジ
ニ
ア
科
、
建
築
科
、　

　

デ
ザ
イ
ン
塗
装
科
、

　

介
護
サ
ー
ビ
ス
科

※
詳
し
く
は
、
八
ロ

ー
ワ
ー
ク
に
置
い
て

い
る
募
集
要
項
、
ま
た
は
職
業
訓
練

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w
.fuk

uoka-kunren.ac.jp

）
で
確
認
し
て

く
だ
さ
い
。

問
福
岡
県
立
田
川
高
等
技
術
専
門
校

（
☎
44
―
１
６
７
６
）

福
岡
県
立
小
竹
高
等
技
術
専
門
校

　
（
☎
０
９
４
９
―
62
―
６
４
４
１
）

お
知
ら
せ

後 期高齢者医療広域連合
では、被保険者を対象

に健康診査と歯科健診
を実施しています。

◉健康診査
▶受診期限　令和５年３月31日金
▶自己負担金 500円
▶受診方法　健康診査の実施医療機
　関に予約して受診
▶持参品　受診券、被保険者証
　　　※令和４年４月末時点の被保
　　　険者には６月下旬に、６月以
　　　降に75歳になる人には誕生月
　　　の10日頃に受診票とお知らせ
　　　を送付しています。

◉歯科健診
▶対象者　今年度76歳になる（昭和

21年４月１日～昭和22年３月31日
　生まれ）県内の被保険者
※一度も受診していない 77歳以上の
被保険者も受診できます。
▶受診期限 12月31日土
▶自己負担金 300円
▶受診方法　歯科健診
　の実施医療機関に予
　約して受診
▶持参品　受診券、被保険者証
※対象者には、５月下旬に受診券を
送付しています。

問 福岡県後期高齢者医療広域連合　
　 お問い合わせセンター
 　（☎092-651-3111)

健康診査と歯科健診は
受診しましたか

75歳以上の皆さん

町
内
で
巡
回
相
談
を
実
施

行
政
相
談
週
間

被
爆
者
二
世
健
康
診
断

くらしに役立つ情報満載

相談
●心配ごと相談（そえだジョイ／10時～15時）

10月18日火、11月１日火
●補聴器相談（役場ロビー）

10月12日水（13時～）、14日金（15時～）
●無料法律相談会
　（福岡法務局田川支局／13時～16時）

10月11日火、11月８日火
※利用条件あり。詳しくは問い合わせください。
問 法テラス福岡（☎050-3383-5502）
●こころの健康相談（田川保健福祉事務所／予約制）

10月11日火（10時～）、27日木（14時～）
問 田川保健福祉事務所健康増進課（☎42-9307）
●女性の健康相談・不妊相談（福岡県嘉穂・鞍手
保健福祉環境事務所／予約制）

11月２日水、12月７日水（13時30分～16時30分）
問 福岡県嘉穂・鞍手保健福祉環境事務所健康増進
　 課健康増進係（☎ 0948-29-0277）

●人　口　8,892 人（ー13人）
●男　性　4,182 人（ー６人）
●女　性　4,710 人（ー７人）
●世帯数　4,542世帯（＋5世帯）

人の動き ８月末日現在（　）は前月比

●出生　２ 人
●死亡 13 人
●転入 12 人
●転出 14 人

警察署からのお知らせ

８月の事故発生状況   （　）内は昨年同月比

種　類 発生件数 今年の累計
　物件事故 ９（＋３） 59

　人身事故 ０（ー２） 11

　死亡者 ０（±０） 0
　負傷者 ０（ー３） 14

納期限のお知らせ
● 10月31日月が納期限です
　▷町県民税（３期）
　▷国民健康保険税（４期）
　▷後期高齢者医療保険料（４期）
口座振替は10月25日火です
問 役場住民課税務・滞納対策係（☎82-1234）
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あ
な
た
と
歩
む
、
司
法
書
士

無
料
法
律
相
談
会

福
岡
県
公
共
職
業
訓
練
の

施
設
内
訓
練
生
募
集

そえだジョイ休館
館内清掃・設備点検のため

▶ 11月14日月・15日火
問 そえだジョイ （☎ 82-5600）

自
衛
官
採
用
試
験

公
共
職
業
訓
練
生
（
12
月
生
）

を
募
集
し
ま
す

科
、
建
築
科
、

、

第
13
回
ふ
く
お
か
町
村
フ
ェ
ア

連合
対象

たか

す。
日土
円

科健診

赤い羽根共同募金に
　　　 ご協力お願いします

昨年度は皆さんのご理解とご協力で155万6014円の募金が集まりまし
た。添田町には115万2400円が配分され、高齢者福祉活動費や障がい者
福祉活動費、児童・青少年福祉活動費など地域福祉活動の
推進に役立てられています。今年も皆さんの温かい
ご協力をお願いします。

▶運動期間　10月１日土 ～ 12月31日土

問 添田町社会福祉協議会（☎ 82-2600）

地域福祉活動の
の温かい

商
工
会
青
年
部
と
一
緒
に

清
掃
活
動
し
ま
せ
ん
か

●狩猟期間中の事故に注意しましょう
　例年、狩猟期は猟銃などによる事故が増加傾向
にあります。猟銃などを使用する人は、周囲を確
認し、安全な狩猟を心がけてください。また、山
のレジャーを楽しむ人は、銃声のする方向には近
づかないようにし、事故防止に努めてください。

問 田川警察署（☎42-0110）

イ
ベ
ン
ト
中
止
の
お
知
ら
せ
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◇
印
刷
／
丸
五
印
刷
株
式
会
社

※
広
報
そ
え
だ
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す

広報

◇
発
行
／
添
田
町
　
◇
編
集
／
総
務
課

〒
824-0691　

福
岡
県
田
川
郡
添
田
町
大
字
添
田
2151

番
地
　
　

☎
0947- 82-1231　

FA
X
0947-82-2869

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
http://w

w
w
.tow
n.soeda.fukuoka.jp

◉防災無線放送内容確認サービス（☎ 88-8555）火災については、☎ 42-0119におかけください。

　

９
月
議
会
も
新
メ
ン

バ
ー
に
な
り
、
補
正
予

算
等
、
す
べ
て
の
議
案

に
つ
い
て
審
議
し
可
決

い
た
だ
き
閉
会
し
ま
し
た
。
町
政
も
新
た
な

決
意
で
臨
ん
で
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
３
期
目
の
４
年
間
の
う
ち
３
年
間
は
、

コ
ロ
ナ
に
翻
弄
さ
れ
ま
し
た
。
町
民
皆
様

の
日
常
生
活
・
経
済
活
動
も
ま
ま
な
ら
な
い

状
況
が
続
い
て
き
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
も
少
し

ず
つ
実
態
が
わ
か
り
始
め
た
よ
う
で
す
。
そ

の
対
処
方
法
も
確
立
さ
れ
る
こ
と
だ
と
思
い

ま
す
が
、
予
防
措
置
を
取
り
な
が
ら
徐
々
に

活
動
を
取
り
戻
さ
な
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま

す
。
そ
う
言
う
意
味
に
お
い
て
も
新
た
な
町

政
を
始
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、
始
ま
り

ま
す
。
▼
人
口
減
少
が
著
し
い
中
、
ま
ず
は

交
流
人
口
、
そ
し
て
関
係
人
口
の
増
加
を
目

指
し
ま
す
。
そ
の
具
体
的
整
備
が
度
々
申
し

上
げ
て
い
る
B
R
T
バ
ス
高
速
輸
送
シ
ス
テ

ム
の
開
始
に
併
せ
た
地
域
活
性
化
で
す
。
今

ま
で
以
上
の
交
流
人
口
の
増
加
が
見
込
ま
れ

ま
す
。
そ
し
て
こ
の
取
り
組
み
を
聞
き
つ
け

た
多
様
な
人
材
・
関
係
人
口
が
集
ま
り
ま

す
。
関
係
人
口
と
は
、
移
住
し
た
「
定
住
人

口
」
で
も
な
く
、観
光
に
来
た
「
交
流
人
口
」

で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
地
域
と
多
様
に
関
わ
る

人
々
を
指
す
言
葉
で
す
。
地
域
内
に
ル
ー
ツ

の
あ
る
人
や
過
去
の
勤
務
、
居
住
、
滞
在
等

何
ら
か
の
関
わ
り
が
あ
る
人
、
行
き
来
す
る

人
な
ど
で
す
。
人
口
減
少
・
高
齢
化
、
耳
に

た
こ
が
で
き
る
ほ
ど
聞
い
て
い
る
こ
と
だ
と

思
い
ま
す
し
、
実
感
し
て
い
る
こ
と
だ
と
思

い
ま
す
。
▼
農
業
委
員
会
で
は
、
担
い
手
不

足
と
い
う
直
面
し
た
課
題
に
対
処
す
る
た

め
、
議
論
が
行
わ
れ
て
い
る
と
聞
い
て
い
ま

す
。
期
待
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
町
も

若
者
を
中
心
に
、
変
化
を
生
み
出
す
人
材
を

確
保
す
る
施
策
を
展
開
し
な
け
れ
ば
と
思
っ

て
い
ま
す
。
交
流
人
口
の
増
大
で
、
添
田
町

を
多
く
の
人
に
知
っ
て
も
ら
う
。
多
く
の
情

報
を
発
信
し
観
光
か
ら
一
歩
進
ん
で
地
域
と

関
わ
っ
て
も
ら
う
事
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

そ
の
意
味
で
も
B
R
T
を
起
爆
剤
と
す
る
地

域
活
性
化
策
の
成
功
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
▼

住
民
の
皆
様
が
こ
の
事
に
関
わ
っ
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
訪
れ
る
人
に
、
皆
様

の
気
持
ち
、
添
田
町
の
心
を
伝
え
て
く
だ
さ

い
。
か
つ
て
駅
を
綺
麗
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で

掃
除
し
て
く
だ
さ
っ
た
よ
う
に
、「
お
も
て

な
し
」
を
お
願
い
し
ま
す
。
こ
れ
か
ら
、
町

も
い
ろ
ん
な
情
報
を
提
供
し
て
い
き
ま
す
。

リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
補
助
金
も
年
々
活
用
す

る
方
が
増
え
て
い
ま
す
。
定
住
施
策
に
も
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
交
流
人
口
・
関
係
人

口
そ
し
て
定
住
人
口
、
あ
ら
た
め
て
新
し
い

取
り
組
み
の
ス
タ
ー
ト
で
す
。
鍵
を
握
る
の

は
住
民
の
皆
さ
ん
で
す
。
ど
う
か
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。
次
号
か
ら
は
、
身
近
な
情

報
を
提
供
す
る
た
め
、「
ｎ
ｏ
ｗ
（
な
う
）」

な
話
題
を
各
課
か
ら
こ
の
欄
で
お
話
し
ま

す
。
重
ね
て
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

広報

そえだまちかど特派員
募集します

広報そえだの新鮮で魅力ある地域情報の発信と親しみやすい紙面づくりを

目指して、地域の身近な話題やできごと、ＰＲしたい自然や情景などを投稿

する“まちかど特派員”を募集します。

◉応募資格

▷町内に住所を有する18歳以上の人

▷特派員として公共的、中立的な観点で活動で

　きる人

◉活動内容

住民目線で取材などを行い、その内容を広報

そえだ（特派員コーナー）に掲載します。

▷地域の話題や行事などの情報提供および取材、

　写真撮影、原稿（300字程度）の作成

▷町内の自然や情景について、町内外にＰＲで

　きる写真の撮影と報告

※執筆は自由ですが、広報紙に適さない記事な

どは掲載できません。

◉謝礼

掲載記事１件につき1,000円分の商品券

◉申し込み方法

登録申込書（総務課広報・秘書係で配布、ま

　たは町ホームページから取得）に必要事項を

　記入して持参または郵送で提出

◉募集期間

随時受け付け

◉申し込み・問い合わせ

役場総務課広報・秘書係 （☎ 82-4000）

〒 824-0691　添田町大字添田2151番地

※その他ご不明な点など、気軽に問い合わせく

ださい。

ます
くりを

を投稿

１件につき1,000円分の商品券

方法

書（総務課広報・秘書係で配布、ま

要事項を
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りを

稿
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